
伊勢原観光道潅まつりにて県内産牛乳のPRを行いました

畜産技術センターは、県産牛乳等畜産物の消費拡大や認知度の向上、理解醸成に取り組む県内酪農家
や生産者団体の活動に対し、今後も支援を続けていきます。

　10月３日、４日に伊勢原市にて「伊勢原観光道潅まつり」が開催され、その中で県内産牛乳のPRと
して「きんたろう牛乳」の販売と酪農クイズを10月３日に実施しました。「きんたろう牛乳」は神奈
川県の生乳を100％使用した牛乳で、製造所であるあしがら乳業の所在地である足柄地区にゆかりの
あるきんたろうがデザインされています。
　当日は晴天に恵まれ、販売ブースには親子連れを中心に多くのお客様が訪れ、準備した350本は販
売開始から２時間半程で完売となりました。その場で飲んでいる方も多く、「いつもの牛乳よりもお
いしい」「牛乳をあまり飲まない子が良く飲んでくれる」といった感想をいただきました。ブースで
は、きんたろう牛乳に出荷している伊勢原市内の酪農家13戸も紹介し「市内にこんなに酪農家がいた
んだね」「市内のどこの地区で酪農しているの」といった質問も投げかけられ、お客様の興味を引い
ていました。
　酪農クイズでは「１日１頭あたりの搾乳量」や「牛に水をかける理由」などを３択のクイズ形式で
出題したところ、多くの方が楽しみながら参加してくださり、酪農について興味をもって知るきっか
けとなりました。

今回販売した200mℓのパックは、学校給食専用の商品です。伊勢原産牛乳プロジェクトの県内産牛乳
PRのため、特別にタカナシ乳業から提供していただいたものです。スーパー、小売店では１ℓ、500mℓ
パックとして市販されています。


